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１．今回の豪雪の自社への影響 

「大きな影響があった」が 61.6%、「少し影響があった」が 36.2％となった。これらを合

計した 97.8％の企業が影響を受け、豪雪が企業の経済活動に多大な影響を及ぼしている。 

業種別で見ると、小売業では 75.5%が「大きな影響があった」と答え、全体平均を約 15

ポイント上回り、他業種と比べて高くなっている。サービス業の中でも特に飲食業では「大

きな影響があった」が 90.0%、「少し影響があった」が 10.0%となった。雪により顧客の来

店が妨げられた飲食業・小売業への影響は大きかった。また、運輸業でも道路状況の混乱

を原因に「大きな影響があった」が 88.0％、「少し影響があった」が 12.0％と高かった。 

 

２．自社への影響の内容 

「出勤できない社員がいた」が 87.6％と最も高かった。次いで、「営業・勤務時間を短

縮した（55.1％）」「一部の社員を休ませた（53.1%）」「仕入（商品・原材料等）の遅れ（52.0％）」

が高く、それぞれ半数以上の企業に影響している。積雪による道路状況の悪化や交通の乱

れが原因で、社員が出勤できず正常な事業運営が難しくなり、また社員の安全配慮から勤

務時間を短縮し企業は早期帰宅を促した。道路状況の悪化は物流にも大きく影響し、仕入

の遅れにもつながった。 

○社屋・機械設備・車両等への損害額 

〈企業数〉104 社        〈合計額〉1億 2,194 万円 

〈1社あたり平均額〉117.3 万円 〈最も大きい金額〉2,000 万円 

○売上減少額 

〈企業数〉170 社        〈合計額〉14 億 1,140 万円 

〈1社あたり平均額〉830.2 万円 〈最も大きい金額〉6,000 万円 

 

３．会社の営業状況 

2/6（火）・・・降雪や積雪により午後には全面休業が 33.1％、一部休業が 28.1％と 6割

以上の企業が休業に追い込まれた。 

2/7（水）・・・強い降雪が続く中、午後には全面休業が 43.3％と半数近くの企業が全く

営業できなかった。一部休業の 23.4%と合わせると約 7 割（66.7%）の企

業が休業状態であり、企業の営業状況はこの時点で最も悪化した。 

2/8（木）・・・午後の時点で全面休業は 37.0%、一部休業は 25.8%。 

2/9（金）・・・回復基調にあるものの午後の時点で全面休業は 21.4%、一部休業は 29.4%

と約半数（50.5%）の企業が休業状態であった。 

2/13（火）14（水）・・・3連休が明けて 13 日午後には 64.8%、14 日午後には 81.7%の企

業が営業を行った。 

 

４．今後予想される影響 

「豪雪の影響に関する調査（確定版）」結果要旨 



 
 
「売上ダウン」が 67.3%と最も高かった。次いで「納期・工期の遅れ（60.8%）」「仕入（商

品・原材料等）の遅れ（40.6%）」が高かった。豪雪の影響で生産停止や休業状態になった

影響が売上や納期・工期などに及ぶことが危惧されている。 

 

５．業務正常化の時期 

「既に正常に戻った」は 7.0％。「2 月中」に正常に戻ると見越している企業は約 8 割

（80.7％）であるものの、「3 月以降（16.5％）」「見通しが立たない（2.8％）」と回答して

いる企業もあり、すべての企業が業務正常化に至るにはまだまだ厳しい状況である。 

 

６．行政等への要望 

「除雪・排雪体制の整備」が 91.5％と最も高かった。除雪の遅れは日常生活はもとより

仕入・出荷など企業の経済活動にも大きく影響する。想定以上の豪雪であっても事態の悪

化を防ぐべく、十分な体制の整備が望まれる。次いで高かったのは「融雪装置など幹線道

路の整備（73.7％）」「降雪時の道路状況・公共交通の運行等の情報提供（51.2％）」であっ

た。インフラ関係のみならず、企業・県民市民が適切な判断を行うための情報をリアルタ

イムで提供することが求められる。「災害対策貸付・復旧貸付の拡充（12.3％）」「既往債務

の返済期限延長等の条件緩和（9.1％）」など資金繰り・金融支援についても求められる。 

 

７．大雪警報を聞いてからの事前対策 

「対策をとった」は 21.8％であった。約 8割の企業は対策をとれずに影響を受けた。 

 

８．ＢＣＰ（事業継続計画）の有無 

「ＢＣＰがあり対応できた」はわずか 6.1％。「ＢＣＰはあったが今回役に立たなかった」

が 14.0％、そもそも「ＢＣＰはない」が 79.9％であった。豪雪に備えたＢＣＰの策定が今

後必要となる。 

 

９．豪雪の混乱をさけるためのアイデア・意見（主なもの） 

・北陸自動車道と国道 8号線を止めない。公共交通機関（特に鉄道）の確保。 

・除雪体制の見直しとマニュアル（ルール化）の作成・浸透。 

（除雪道路の優先順位 /国･県･市町村間の情報共有（警察等含む）／特定日や時間帯の車

両の使用制限 /集中的な除雪日の設定 /情報発信の方法等） 

・行政による緊急事態宣言を全国マスコミに告知する（雪国でないと大雪の程度を認識さ

れずに取引先から納品を強要されるなど）。 

・豪雪時は仕事も学校も休みにすることを行政が早く決定する。 

・SNS（ツイッター、フェイスブックなど）上に豪雪情報ページをつくり、道路状況や除雪

の進捗・排雪場情報等を全員でシェア。 

・除雪機購入補助金（企業が社会貢献として近所を除雪）、または減価償却の一括償却。 

・除雪作業員不足の解消のため、大型重機の免許取得や技能訓練の支援制度をつくる。 

・タイヤに簡単に取り付けができる、スパイクに近いゴムバンドがあればよい。 


